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1　はじめに
　山陰地方におけるチュージップ球根貯蔵上の最大の問
題点は，夏季の高温，高湿から球根を保護することであ
る。ところが，実際には，専用貯蔵庁でさえそのほとん
どが外界の気温および湿度に対してまったく無防備の開
放式貯蔵庫Φで，貯蔵期同中は庫内の換気をよくするた
め窓や換気口を昼夜とも開放しているのが普通である。
したがってこのような貯蔵庫では，温，湿度調節にもお
のずから限界があるが，機械力による密閉式低温貯蔵目至
への一段階として，当分はこの種貯蔵庫の利用を続ける
ところもあると思われるので，庫内の温，湿度条件から
みた開放式貯蔵庫利用上の改善点を検討してみた。
　この報告ではまず，1961年に調査を行つた鳥取大学農
学部砂丘研究実験所の貯蔵庄をとりあげた。温，湿度の
測定にあたり種々ご便宜をはかつていただいた伺実験所
の佐藤一郎・竹内芳親・安藤茂雄の3氏に厚く感謝する
しだいである。
　　　　∬　貯蔵庫の構造と温，湿度の測定方法
　（1）貯蔵庫の構造
　測定を行つた貯蔵庫は長さ42泊，巾（梁間）7．3m，の
木造スレートカワラぶき平家（1941年建築）の一部を改
造したもので，その大きさは，第1図に示すように長
さ8．6m，巾35m，高さ3m（約90m詫）である。壁は
外に接する東側と南側の～部にあるだけで，そのほかの
而には5×5cmの支柱に金網を張つた程度の簡単な間
仕切りがある。壁はいずれも内と外から厚さ1cmの板
をはつたものである。上部も全網の仕切りだけで天井は
ない。床はコソクリートで，行さは周囲の地盤面とほと
んど変らない。庫内には東西に5列16段の球根貯蔵捌
があり，1列1段に縦90cm，横50Cm，深さ10cmの
貯蔵用木箱を6個並べるようになつている。
　貯蔵庫の東側には第21粟1に示すとおり，床上10cmの
ところに，土台に沿つて貯蔵庫の長さいつばいに高さ
25cmの換気戸があり，さらに床」二1mのところには，
130×］81cmの引違いガラス窓が2カ所ついている。
また，貯蔵庫の西端すなわち建物の中央部には，糠木に
沿つて直径30cmの自然換気用ベンチレーターが2個あ
り，床上4．2mの高さに浮釦コしてし・る。なお，このベン
チレーターは1961年7月6日，換気戸は同年6月26日に
とりつけたものである。
　②　温，湿度の灘定位置と測定器翼
　温，湿度の測定位置は庫外からの水平的な影響と，貯
蔵棚の高さによる違いをみるため，第1図および第1表
に示すような葡‘ξとした。庫外からの影聾をみるために
は，測定1立ジを東側の窓からOm（窓側），2．2m（内
側），3。5m（通路）の3部分に分げ，窓側と内側では
窓の線と平行に北，中，南の3カ所で測定した。また，
高さ別には上記の各水平位置，こっいて床かiう2．7m（上
段），1．5m（中段），0．3m（下段）の3ヵ所で測った。
曇現在は兵庫県千種中学校
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第2図　南東からみた球根貯蔵庫の外観
第1表　庫内温，湿度の測定位置と測定器具
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㊦1澱測定を行つた球根貯蔵矩の構造（単位cm）
　以上烈カ所では乾湿計（万）を使い，内側中央のΨ
段では貯蔵棚の中に自記温度計と窪信己湿反計をおいて測
定を行つた。
（注）①カツコ内の数字は床からの高さと東側窓から
　　の距離を示す（単位m）。②○，◎印は乾湿計，
　　△印は自記計の使用揚所。③　◎印は毎日午前9
　　時の測定位置。④　詳細は第1図参照のこと。
　（3＞温，湿度測定の種類と方法
　貯蔵期間中の連続的な庫内気温と湿度の変化は内側中
央の自記計を用いて調べた。また，中央の窓側と内側の
6カ所と通路巾段の計7カ所では毎日午前9時の測定を
行い，貯蔵期間中の庫1内の位置別ならびに1｝寺期別温，湿
度の変化をみた。以上の測定期間は1961年6月2日～
9月30日の約4カ月間である。この期同中にガラス窓
を閉めたのは6月中旬の5日間で，このほかはつぎにの
べる測定日をのぞき換気戸，ベンチレーターともに昼夜
とも開放した。
　また，平常開放時における温，湿度の昼夜変化や，換
気戸，ベンチレーターなどの換気設備の影響を調べるた
め，前記21カ所で第2表に示すような4種類の両；時測
定を行つた。換気戸およびベンチレーターの影響は，測
定当日8時45分｝こ貯蔵庫を密閉したあと，12時45分に
再び開放状態に戻し，前後の温，湿度変化から1日1接的に
推察したものであるgこれらの測定結果は窓側，内側お
（88） 尾　崎 繁・荻　原 緯
第2表毎時測定の種類と測定期日（1961）
目1開口部開閉状態1測定閏測　定
酬㌶ご⇒噸
解酬の全醐継態…∋○
　　　　　　　　　　…（2）ガラス窓だけ開放状態i×　　　×
・・麟戸の當旙三
（・）べ・チ・一夕一の灘・濃6
8．、3i2銅
7．23
7．27
7．29
14
14
（注）①○印は開放，×印は密閉状態を示す。ガラス
　　窓は常il寺開放。②　　（3），（4）は開口部］犬態を12時
　　45分に変え，その直前に1回測定した。③測
　　定開始はいずれも午前9時，開口部の密閉は測定
　　当日の午前8時45分。
よび通路と上，中，下段別に平均値を求めて整理した。
ここでいう庫内平均とは，窓側と内側の計18カ所の平
瑚直である。
　なお，庫内との比較に用いた庫外の温，湿度ならびに
風向，風速などは，実験所構内の気象観測所で測定した
ものである。この露場は貯蔵庫より約10m高く，北方
に約50m離れたところにある。
頚　貯蔵庫内温，湿度の測定結果
　（1）貯蔵期間中の午前91｝寺における温，湿度
　球根貯蔵中の4カ月間における庫内のノ拐‖，旬別平均
気温および平均湿度を示すと，第3表と第3図のとおり
である。7月上旬～9月上旬にかけては庫内気温はどの
第3表　　貯蔵庫内の午前9時における月別平均気温および平均湿度（1961）
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（注）　③　庫外は砂丘研究実験所気象観測所。②　欠測は6月と9月に各2回。③　最高気温
　　　　　および最高湿度は測定位置別平均値の最高である（他の表も同じ）。
場所も25°C以上を記録した。期閥中庫内の平均最高気
温は31．3°C（8月13日），最高湿度は91％（6月27～
29日）で，庫外の最高よりそれぞれ1°Cと10％程
度低かつたが，月別平均気温は各月とも庫外とほぼ等し
く，湿度は庫内の方が4～9％高くなつている。
　庫内の気温および湿度は位置による差がいちじるし
い。まず，気温についてみると，窓側は内側（窓側から
2．2m内部）にくらべて総平均で1．2°C高く，とくに晴
天日数が多く外気温の高くなつた7月下旬や8月中下旬
には，第3図に示すように2°C近くの開きが生じてい
る。これは貯蔵庫の窓側が東に而しているため，　11時
ごろまで直射をうけるためである。通路は内側よりゃや
iくなつている。
　高さ別には第41叉1に示すように高いところほど気温が
あがつている。窓側と内側を平均すると，中段（床上
1．5m）は下段（0．3m）にくらべて各月ともほぼ1°C
高く，上段（2．7m）は中段より0．5GCほど高くなつて
いる◇また，中段の平均気温は庫内平均気温とよく一致
さ
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第4図　貯蔽庫内の午前9時における田さ別温，苗皮
　　　　ラゴ布　（1961）
していることが分る。中，下段の開きは窓側も内側もほ
とんど鰯じであるが，上，中段の開きは内側が中，下段
と同じく1°Cあるのに対し，窓側には認められない。
窓側と内側の開きを段別に比較してめるど，総平均で下
段ヵく　1．4°C，　弓i段ヵミ　1．5°C，　」二段ヵミ0。8◎Cだけら窓類‖ヵミ
高く，しかも，．1二段はこの開きに時期別の変動カミ員二較的
少ない。
　湿巳の時期別変動は，貯蔵期聞中60～85彩の饅囲
で，気温との閤係は逆になる。窓側と内側をくらべる
と，第3図でも分るように全期間を通じて内側の方ガ高
く，総平均では約7％の開きとなつている。この蝿きは
7月には9．5％におよんでいる。これを高さ別こみると
下段で8、7％，中段で8．0兄，上段で4．2％だけ内側
が高い。湿度は」二になるほど下がり，全体として中段は
下顔iより3．6％，上段は中段より3兄低くなつている。
この開きは気温同綜窓側より内｛興◎方が大きく，内側で
は各段ごとに平均して4～5％ずつ低くなつているのに
対し，窓側では上，中段の開きはほとんどない。中段の
平均湿漢が庫内平均と近似している点も気温の場合と同
じである◇
　以上にのべた気温および証痩のU湖欄億ま，晴天で
外気温の高い日ほど顕著である。また，上，中，下段の
順序において中段が最亘｛こなることもあったが，7月6
日のべソチレーター設置後は上，中，下段の順序がはつ
きりしてきている。
　②　平常時全顧開放時における温，湿度の昼夜変化
　平常時すなわち，貯蔵庫のガラス窓，換気戸およびベ
ンチレーターを聞放した状態で，晴天時に温，湿度を毎
時測定した結果が第4表と第5図（1）（2）である。第4表
の総平均値から薄1内の温，湿度をみると，庫内は庫外に
くらべて気温がL5°C高いが，湿度にはほとんど差が
ない。位置別には窓側から内に入るほど気温は低く湿度
が高くなる傾向にあるが，午前’9時にみられたような窓
側と内側の顕著な差はない。これにくらべると，高さに
よる温，湿戊の違し・は；瓠合明確で，気温は窓翻，内側，
遣路ともr卜E，　下萩に0．8～1ユ゜C，上，中段に0．5～
◎、7°Cの開きがあつて上段にゆくほど緬くなつている。
一方，湿度の方は中，下段に3～5ユ％，上，中段に
0．5～2．4％の開ぎがあり上段ほど低くなつている。各
段の間のこれらのパきは，気温においては内部ほど少な
くなるが，湿度iこはそのような傾向は認められない。
　以上の1λ1係を気温についで｝参聞的にみていくと，第5
図に示すとおり肛孔の各位置とも外気温の影響が敏感に
あらわれ，しかも，痒内気温は庫外より常に蒜温状態で
（9◎） 尾崎 繁・荻原 鉾
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第4表　昼夜測定による貯蔵庫内の位置別平均気温および平均湿度（1961）
＼縦種類1 平常時の含面開放状態（8月13日） ガラス窓だけ開放状態（7月23日）
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変化している。すなわち，昼間の庫外平均との開きは1
°C以内であるが，18時ごろからこの差がしだいに大き
くなり，20時ごろから翌朝7時ごろまで庫内は庄外よ
り2～2．5°C高くなる。いいかえると，庫内はそれだ
け較差が少ないことに．なる。とくに庫内でもつとも緬
温となる上段は，10時ごろまで外気温とあまり変らな
いが，以後しだいに外気温との差が広がり，昼回1．5～
2°C前後，夜半から早朝iこかけては3～3．5°Cの開き
となる。反対に，内側と通路の下段と中段は9～15時
ごろまで庫外より0．5～1°C低いか同じくらいである。
なお，中段の平均気温は9時観測の場合と同じく庫内平
均とよく一致している。
》
諺
ぺ
ヱ
壕
ご念
絶
※
山陰地方に適したチューリップ球根貯蔵庫の研究（‖） （91）
　窓側気温が内側にくらべて蒜いのは昼間だけで，タ方
から翌朝，臼の出までは逆に内側が高くなる。下段は昼
夜とも窓側と内側の開きが大きいが，上段では夕刻から
翌朝まで窓側と内側の差がほとんどない。これらの結
果，気温の較差は忘｛川まど大きく，乙綴ては下段の較差
が大きい。これに反して，内努では下段になるぽど較差
が小さくなつている。また，各段の気澱の開きは窓側で
は昼間に小さく夜間に大きくなるが，内園では逆に穏間
に大きく夜柄1こ小さくなる。そして，夜閥にはいずれも
巾，下段の開きが上，中段の闇きより大きくなる。
　つぎに，湿度の変イヒをみると，障内湿三は気温ほど庫
外の変化に敏感でない。このことは窮4表に示した湿度
較差や，第5図2）23～5時におこった庫外湿度の低下
の影響が，庫内にほとんどあらわれていないことからも
分る。犀内湿度は気温とは逆；こ夜半から早朝にかけて高
まり，75％程度の湿反がつづく。昼間には内側の桓度
が窓側より5～10％高くなるが，夜閥にはほとんど差
がなくなる。段別には，下段が終始百湿を示し，夜間に
は上，弓1段より5～7彩高くなる。
　1日のうちでとくに大きな変化をするのは湿反校差が
26％と最大を示す窓関下段で，昼ii穎ま三側の上，中段と
大差はないが，夜眺こなると高湿になつて内側の下段と
周程度まで高まる。内側では昼間下段，こなる1まど湿度が
高くなるが，15時ごろから翌朝6時ごろまでは各段と
も窓側と内側の湿度がまつたく同じになる。
　（3）換気戸，ベンチレーター簡」〕時における温，湿度
　　　の昼夜変化
　この貯蔵庫では1961年の球根則：桓時より，第1，2
図に示すような換気戸とベンチレーターを設置して陶勺
の換気をはかることになつたが，それまでは東側のガラ
ス窓だけがその役を果していた。そこで，これら換気設
備の影ぷを知る日的で，換気戸とベンチレーターの両方
を密閉してガラス窓だけ閉放し，庫内の温，湿痩変化を
（2）でのべた全面開放時と比較してみた。
　窓側と内側，および各段の相互関係は，第6図に示す
とおり｛2）でみられた傾向とぽぽlllじであるが，全而開放
時といちじるしく異る点は，最㍍気温の起時が1～3時
間ずれ，庫外では13時を頂点に簸時には急激に気温力く
低丁したにもかかわらず，川内では1311浪こはまだ気温
は上昇中で，16時までほぼ周程度の高涜1がつづいてい
ることである。この起時の遅れは窓側より内側，上段よ
り下段の方が大きい。また，②の場合より庫外敵高気
温が1．6°C高いことにもよるが，昼間の窓側と内郷1の
間きが大きいこともめだつ。
　湿度においても気撮聞様昼同の最低湿反の起時にやや
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　　第6図　ガラス窓だけ開放した場合の温，度変化
　　　　　　　　　　　　　　　　（1961．7．23～24）
ずれがあり，庫外湿度に関係なくそのままの低湿状態が
3～4時間摘討一る。また，庫外湿度に②の開放時と溺
じく33％の較差があったにもかかわらず，庫内の平均
較；Sは10．4％で，開放時の約半分である。昼間の窓狽ザ
　　（％）
　　go
湿
度
気
温
へ＼’A！
’＼、L．
〃
〃’
一上←一≡°
・一一・→ ｺ
／
　9　　パ　　　13　　］5　　轡　　　］9　　21㈲
第7図　換気戸を開放した場合の温，湿度変化
　　　　　　　　　　　　　　　（1961．7．27）
（92） 尾崎 繁・荻原 眸
と内側の開きは開放時にくらべて大きく，内側では上，
中，下段の差がさらにいちじるしくなる。中段は昼夜を
とわず変化が少なく，内側下段の較差はわずか2．6％で
ある。
　（4）換気戸の閣放による温，湿度変化
　第7図に示すとおり，庫内平均気温は換気戸を開くこ
とによつて15分後には急．ヒヰし，泣度もそれに応じて
下がつた。この時刻には外気LnLは低…ドΨで湿度は．と昇中
であったから，明らかに換気戸の鰻放による影懇と考え
られる。この影響は下段のとくに挨気戸に近い窓側ほど
顕著で上段ではあまり認められない。この影響で気温・
湿度とも時同的変化が急カーブ1こなつたが，そのほかの
点では（3）でのべた換気戸とベンチレーター密隣時の状態
とよく一致している。
　｛5）ベンチレーターの開放による温，湿度変化
ベンチレーターの開放も，鋤の換気戸の場合と同じく庫
内気温を上げ湿度を下げる方1句に働く。第81叉1はその変
化を示したものである。この影讐は内側より窓側に，下
段より上段に大きくあらわれたが，族気戸の場合にくら
べて庫内全域におよんでいるところが特色である。その
後の変化は，温，湿度とも｛2）の平常時全而騨放の場合と
ほぼ1司じく，庫外の温，湿度と同じように変回している。
　⑥貯蔵期観中の淑，湿度の高さ別延べ時繕1
　賄蔵庫中央の内仰；中段で，自記計を使つて測定した
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抗湿度（ほぼ庁内平均に近い）の高さより延べ時間を
求めたものが第9図である。まず・気滋L二ついてみる
と，貯蔵期｛；．沖の延べll寺嗣数がもっとも多いのは，4ヵ
月のうち24．9％を占める26～28°Cの気温である。
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7，8月においてはこの範囲の気温で1日の40％が占め
られている。ついで多いのが28°C以上の気温である。
第9図からも分るとおり，7月に入ると26°C以上の気
温が急激にふえ，9月上句まで各期の5◎～90％の時同
数となつている。なかでも外気温がいちじるしく上がつ
た7月下旬と8月中旬には，ほとんど1日中26°C以
上を記録している。窓側や上段ではさらに長時日の高温
が記録されるものとみてよい。7月～9月上句の匂別庫
」パ
彦
』
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山陰地方に適したチュージップ球根貯蔵庫の研究（∬） （93）
内平均最高気温は庫外のそれより2～2．5°C低く，第3
表に示した障内9時の平力気温は1司じく1車タト最二∫より3
～4°C低い。
　灘変は気温にくらべると問期別の急激な変勤は少な
く，第9図に示す旬別潔度の動きは，第3図のλ｛前9脇
の湿度の動き・と関係が深い。70～80％の1元度は貯檬期目ll
を通じてもつとも翻合が高く，次に多い8◎～90彩の湿
度とともにおのお¢約％の延べ‖寺匿数を占めている。
W　温，湿度条件からみた貯蔵庫の改善点
　気温および湿度が貯蔵中の球根生理におよぼす影容の
なかでは，花芽の形威と中心｛内仔球の｝把大に対するもの
が重要である。しかも，その影謬のうけ方は3≒1根のプ（き
さによつて異る。いま，球根貯蔵に適した淑，湿度条件
をまとめてみると，大球（仕上球）では貯蔵の全期面を
通じて20～25°Cとしてできるだけ乾燥させるのがよ
く，小球では全期間25°C程度iこして湿震を高くする
のがよい②（3×4）・5）。また，この縫囲の温度下では分球の
訂節を考えて球数櫻の㌧董泣ヒ較ぷ低瀧に，ぶ重型の品
種は比較閉高温に賠或するのがよいとされているω15）。
そこで・球i艮の貝翫wにあたつて1よ，貯垣1泡］のイぱパこよ
る温，湿度のぷいに合わせてぽ根の大きさ男り，品種別の
購織場所をきめるのが理想的といえる。
　しかし，庫内は7月上旬～9メ］上旬にかけて1日のう
ち12～22時匿が26°C以上の高温になり，湿鍵も70
％以下になることは講三常に稀れになる。このような条件
下では上にのべたぼ根別鋤rl籏位置に玄｝する配癒もさほ
ど；亡ミをなさないこと｝こなるし，これから指摘する幾つ
かの改善点にもあまり大きな効果を期待することはでき
ない・また，自然条件のもとでに，気温の上昇をおさえ
ると灘度力いくなるのが田樋であるから，温，湿窪を飼
時に好適な条搾にもつてゆくことも因鐵な点である。こ
れらはいずれも間放式貯友d、がもつ機能との限界という
ことになる。
ω　貯創章の向き
　この貯嵐庫は南北領で※債が聞放されているたあ早朝
から日射がさしこみ，午前中窓附近iま内部よりかなり高
温となる。仮りに四鰯もバ放されておれば，午後にも閣
じ状態が生ずる。これを避けるためには棟を東爾方向と
し，南側だけに仁iがあたるようにする。夏『Sは太陽の南
中時にも詞度が；辻・のでll内への直繍ま少飢・が，南側
に長いひさし・や資判㌻き場などを設1ナて球根を北よりに
貯蕨すれば，南則の直射や高温のllil題もある程度絃浅で
きる。そして南と北を聞放すると通風ヒからもよい。
　｛2）貯蔵庫の屋根と天井
　屋根が低く天井がないことは，屋根からのふく射と対
流によつて上段ほど康内気温を高くする原因となつてい
る。上段と下段の差が2m以上もあるような球根貯蔵棚
では，上と下で察ll2～3DCの湿度差が生ずる。この
差は撰気設傭がないとさらに大きくなる◇このような構
造の貯蔵庫では，長Pふき材料に．断熟性の亘し・材料を使
うとか，野地級に断熱紙をはりつける。因潔1ボードを使
つて天弁を設けるのもよいが，この場合には天井哀に熱
気がこもらないように換気設備をほどこすことが必要で
ある。
　（3）換気設鏑
　普通の採光窓だけで換気の用もたしている場合には，
第6図でも分るように庫内気温は庫外気温より高く，庫
内湿度は昼囹は庫外より高く夜間は障外よりやや低くな
る。ところが，床近くに換気戸と屋根にベンチレ・一ター
を設けると，障内の温，湿度は庫外の影書をうけやすく
なり，この結栗，ぽ内気温と昼同の慮内湿度は下がり，
夜聞の摩内湿度が」二がつてくる。また，換気設備は第
6，7図こみられたような屋内最高気温のずれに伴う高
パ状態の持続時間や，庫内の位置による湿，湿度の聞き
を少なくする働きもある。これらの働きは，換気声より
ベソチレーターの方が強いので，採光窓だけしかないよ
うな貯蔵庫ではペンチレーターを云ける方が効堅的であ
る。なお，今後は機械換気設備の添ll用についても検討す
べきである。
　つぎに，換気戸とベンチレーターの働きは主に庫内空
気の垂直的な動きに関係するものであるが，風の吹きこ
みのような横向きの動きにも注意を払うことが必・要であ
る。庫内に風を通り按げさせるためには，換気戸とベン
チレーターの関係と1司じよう1こ夏季の常風の方向を考え
て風の入り口と蘇1時に窪口を設ける。したがつて，この
貯蔵庫のように四鰯カミしや断されたような構造では，水
平方向の換気が不十分だといえる。
　（4）挨気設備の間閉
　第7，8いこ示したように晴天時の昼間に換気設備を
縄放すると，一沢約に庫内気温が上昇しミ呈琵が下がる。
これは地表而に近い高澱な二三気が換気戸から止内に吸い
こまれることを示している。したがつて，庫内周辺の空
気をできるだけ低くして低温の空気を庫内に入れるよう
にすると庫内気温の低下に役立つ。その方法としては貯
蔵庫の周辺を裸地状態、こしないこと（逆に雑草が茂ると
通風を妨げる）や，空知話ヒ側の日かげからとり入れる
ようにする。また，貯蔵庫の紅設位置を日かげの通風の
よいところにもつてくるのもよい。
（94） 尾　崎 繁・荻原 眸
　しかし，夜間は逆に地表面の高湿な空気を吸いこむた
め，とくに貯蔵棚の下段はかなりの高湿状態となる。こ
のため貝宇蔵寸ばこ昼P8の上ヒ‖羨窪勺牽乞燥した］犬態と夜口刊のτ：湿
状態がくり返され，球根の生理に悪影㌍を与えると思わ
れるので，夜間は湿度の上がる21～22時ごろより換気戸
と採光窓を閉めるようにする。窓ぎわまで球根をおく場
合には風雨時に窓をしめることも励行する必要がある。
V　お　わ　り　に
　開放式球根貯蔵庫の温，湿度調節には限界があるとは
いえ，現在使われている貯蔵庫には，その鮎轟：や構造，
設備，管理方法などの点で少しでも球根の貯蔵条件に近
づけるような改善の余地が少なくない。しかし，球根の
貯蔵条件にも未だ不明の点が多いし，貯蔵庫の規模に応
じた換気設備の大きさや酷占1といつた慕礎的な問題もあ
るので，あまり細い点までふれることができなかつた。
ここではとりあえず，庫内温，湿度の測定結果をもと
に，　開放式球才艮貝宇蔵戸巨のチた通ζカな改吉三点と，思わえτる．点を
とりあげてのべてみた。
（1）
②
（3）
｛4）
！5）
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Summary
　In　the’せopeバtulip－bulb一storage（with　free　air－passage）in　San－in　District，　it　is　very　difficult
to　protect　the　tulip　bulb　from　high　air　temperature　an（玉humidity　in　summer　season．　But　the
authors　have　considered　that　the　storage　conditions　could　be　brought　slightly　close　to　the
suitable　temperature　arld　humidty　for　the　tulip　bun）　by　a　little　device　of　the　Iocation，　con－
structioll　and　facilities　of　the　sto「age・
　We　obseved　the　temperature　and　relative　humidity　in　the　open　tulip・’bulb－storage樋1t　on
the　Sand　Dune　Laboratory，　Faculty◎f　Agriculture，　Tottori　University　and　completed　the
following　Points　of　lmproveme的三n　the　using　of　the　open　tulip－bu至b－storage　judging　from
the　conditions　of　the桓dooτair　tempera知re　and　relative　humidity．
ロ）Th・・idg・・f　the・t・・ag・・h・u1舳・di・ect・d　f・・m　the　e・・もt・th・west・・d　b・b・th・d
in　sunshine　on正y　on　the　south．
　　（2）　The　storage　should　be　roofed　with　adiabatic　materials　and　have　ceaing　of　insulation
boards．
　（3）　Ventilation　facilities　have　effect　on　lowering　the　indoor　temperature　and　humidity
if出ey　are　rightly　controlled　acc・rding　to　the　change　of　weather　and　the　time　ohight　or
day．
